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高校生の今を知ろう（ダイジェスト版）
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【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています

日本青年心理学会ワークショップ（2023年3月26日開催）





溝上慎一（桐蔭学園理事長・桐蔭横浜大学教授）
「学校から仕事・社会へのトランジション、指導要領改訂
から見た高校生に求められる教育の現状

－時間と空間の拡張へと繋げて－」

日野田昌士（聖学院中学校・高等学校 総務統括部長（教頭）
「今のリアルな高校生たちの生活の有様」

神崎真実（立命館大学 立命館グローバル・イノベーション
研究機構 助教）
「高校生の今を知ろう

－通信制高校生の「居場所づくり会議」をもとに」



2002年同志社大学卒業後、聖学院中学校高等学校で21年間勤務。生徒会顧問とし
て体育祭、文化祭の生徒の運営のサポート、進路指導部長、社会科主任などを務め、
2019年より総務統括部長（教頭）。現在、５年目に入る。「教育が変わることに
より、社会が変わる」がモットー。

日野田昌士（ひのだ まさと）
聖学院中学校・高等学校
総務統括部長（教頭）

2017年、立命館大学にて博士（文学）取得。文化心理学・社会文化的アプロー
チに基づき、不登校経験とその後の生活を研究。
・神崎真実（2021）不登校経験者受け入れ高校のエスノグラフィー 生徒全体
を支える場のデザイン ナカニシヤ出版
・サトウタツヤ・春日秀朗・神崎真実編（2019）質的研究法マッピング—特徴
をつかみ、活用するために 新曜社

神崎真実（かんざきまみ）
立命館大学 立命館グローバル・イノベーション研究機構 助教



それではご覧ください


